















その後,Bowet Black,&Turner(1979)は, 自由産出課題を用いて、スクリプ トの実在性を実証し
た。Bower et al(1979)は,スクリプ ト,すなわち日常的な出来事についての自由産出実験を行つて,
被験者間に共通の知識が存在 し,その知識が文化的統一性をもつものであるかの検討,すなわち,
Schank&Abelson(1979が理論的に提唱したスクリプ トという仮説的知識構造が,い理学的に実在する
か否かの検討を行つた。Bower et al(1979)は、ある日常的状況について 「普通の人が一般に行つてい











が同様のスクリプ トを保持しているためであると考えられる(坂根 ・桑原 ・野村,1981)。
-47-
松井三枝・荒井宏文/」LAS(vOl.33,2005)47-59



























◎ 55-75%以上が言及 040-50%以上が言及 無印 25%以上が言及
我が国におけるスクリプ トに関しては,坂根他(1981)の研究がある。坂根他(1981)は,日本の大学生
に対して,16の場面におけるスクリプ トの構造(それらを構成する事象,状況,行為等を)を調査した。
さらに、MOP(MemOry Organizaion PackeO理論(Schank,1980に基づいて,それらのスクリプ トが
日標や状況の変化によつて修正されるかについても検討を行った。その結果,16の場面における日本





貫した偏 りが示唆されること(Corrigan et al,1992)、および統合失調症患者の言語障害の背景として、
このようなスクリプ ト構造の偏りの可能性が見出されること(Chan et al,1999;Matsui et al,2005)な
どが報告されてきた。









現代のスクリプ ト構造を知るために,Bower et al(1979),および坂根他(1981)の手続きにしたがい,
無記名自記筆式の質問紙調査を行つた。心身共に健康な者 197名(男性 116名,女性 81名)を対象とし











































場面    有 効回答 場而     有 効同答
T短期大学
冊子 1    映画館   23名(男性 15,女性8) デパート   22名(男性 15,女性7)
冊子2    電車    21名(男性3,女性 18) タクシー   21名(男性3,女性 10
H大学
冊子 1    映画館   29名(男性23,女性0  デパート   18名(男性 13,女性5)
冊子2    電車    33名(男性 19,女性 14)喫茶店    29名(男性 15,女性 14)
T大学
冊子 1    スーパー  53名(男性32,女性21) タクシー   54名(男性33,女性21)
冊子2    カレー    38名(男性24,女10  レストラン  37名(男性23,女性 14)
T大学共通  病 院    91名(男56,女3D
Table3自由産出調査における各場面の割 り当て及び有効回答数
スクリプ ト 有効回答
① 映画館で映画を観る    52名(男性38。女性10
② デパートで服を買う    40名(男性28,女性12)
③ 電車に乗る        54名(男性22,女性32)
④ タクシーに乗る      54名(男性33,女性21)
⑤ 喫茶店で飲食する     29名(男性15,女性14)
⑥ スーパーで買い物をする  53名(男性32,女性21)
⑦ カレー を作る       38名(男性24,女性14)






















































4.23(0.92)    4.06(0。90)
4.41(0.96)    4.56(0.79)
4.68(0.78)    4.94(0.24)
4.73(0.70)    5.00(0.Oo)
4.68(0.78)    5,00(0.00)




4.73(0。70)    4.63(0.48)
4.45(0。91)    4.06(0.83)
4.68(0.78)  4.880.50
4.82(0.66)    5.00(0.00)
4.73(0.77)    4.81(0.39)
4.55(0。86)    4.00(1.37)
4.68(0.78)    5.00(0.00)




































































































































































































































.80 4.92(0.29)   5.00(0.00)
4.00(0.85)   4_38(1.05)
4.92(0.29)   4.87(0.34)
3.75(0.75)   4.31(0.77)
3.170.90  2.63(1.17)
4.50(0.52)   4.31(0.46)
4.58(0.67)   4.81(0.39)
4.92(0.29)   4.88(0.33)
4.92(0.29)   4.94(0.24)
4.68(0.65)   4.00(1.17)
重要度
Table10カレーを作る































































4.45(4.45)   4.44(1.06)
4.41(0.80)   4.44(0.90)
4.77(0.87) 5.000.00)
4.68(0.89)   4.88(0.33)
4.68(0.89)   4.63(0.99)
4.27(0.98)   4.06(1.09
4.73(0.88)   4.94(0.24)
4.67(0.91)   4.69(0.46)
4.68(0.95)   4.88(0.33)
4.73(0.88)   5.00(0.oo)
4,73(0.80  4.81(0.39)








































4.73(0.77)   4.88(0.33)
4.36(0.85)   4.50(1,00)
4.64(0.79)   4.56(0。70)
4.55(0.80)   4.44(0.61)
4.68(0.84)   3.63(0.86)
4.68(0.84)   4.63(0.60)
4.45(0.91)   4.56(0.61)
4.68(0.84)   4.94(0.24)
4.73(0.77)   5.00(0.00)
4.73(0.77)   4.88
4.68(0.84)   4.56(0.70)
4.59(0.85)   3.94(1.14)
4.36(0.90)   4.44(0.93)
3.62(1.66)   4.31(1.10)
4.73(0.77)   5.00(0.Oo)
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